
「
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
優
勝
・

準
優
勝
、2
年
連
続
九
州
大
会
出
場

竜
北
中
学
校

　

11
月
8
日
㊏
に
熊
本
県
中
学
生

創
造
ア
イ
デ
ィ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
校
か
ら
2
年
生
と
3
年
生
の

3
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
が
、

3
年
生
が
計
測
・
制
御
の
部
に
お

い
て
、
圧
倒
的
な
精
度
を
見
せ
、

「
優
勝
・
準
優
勝
」
と
な
り
昨
年

度
に
続
き
2
年
連
続
で
九
州
大
会

（
12
月
に
沖
縄
県
で
開
催
）
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

九
州
大
会
で
も
存
分
に
力
を
発

揮
し
て
く
だ
さ
い
。

氷
川
中
学
校

　

今
年
度
の
学
習
発
表
会
は
、
昨

年
度
ま
で
別
日
に
開
催
し
て
い
た

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
同
日
開
催
し
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
多

数
ご
来
場
い
た
だ
き
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。
写
真
は
1
年
生
に
よ
る

「
ふ
る
さ
と
氷
川
」
の
発
表
の
様

子
で
す
。
C
S
の
日
「
氷
川
っ
子

全
員
集
合
」
に
向
け
て
学
ん
だ
地

域
の
こ
と
や
考
え
を
、
仮
装
し
て

踊
り
を
交
え
な
が
ら
工
夫
し
て
発

表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
の
堂
々
と
し
た
姿
に

温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
、
地
域
と

と
も
に
歩
む
力
を
感
じ
る
会
と
な

り
ま
し
た
。

11
月
1
日
C
S
の
日
「
オ
ー
タ
ム

交
竜
会
」
「
ふ
れ
あ
い
活
動
」
を

開
催
し
ま
し
た
！

竜
北
西
部
小
学
校

　

C
S
の
日
、
午
前
中
の
「
オ
ー

タ
ム
交
竜
会
」
で
は
、
竜
北
中
2

年
生
の
生
徒
が
C
S
委
員
さ
ん
と

氷
川
町
の
宝
を
テ
ー
マ
に
1
年
生

か
ら
6
年
生
に
向
け
て
授
業
を
行

い
ま
し
た
。
各
学
年
で
中
学
生
の

考
え
が
生
か
さ
れ
た
す
ば
ら
し
い

授
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
「
ふ
れ
あ
い
活
動
」

で
は
、
地
域
の
方
の
協
力
の
も
と
、

さ
つ
ま
い
も
料
理
や
ま
つ
ぼ
っ
く

り
を
使
っ
た
リ
ー
ス
作
り
、
タ
イ

ダ
イ
染
め
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

学
び
の
あ
る
楽
し
い
1
日
と
な

り
ま
し
た
。

修
学
旅
行

竜
北
東
小
学
校

　

11
月
12
日
㊌
、
13
日
㊍
に
6

年
生
が
修
学
旅
行
に
行
き
ま
し

た
。
長
崎
で
の
語
り
部
さ
ん
の

講
話
、
長
崎
さ
る
く
ガ
イ
ド
の

方
と
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

平
和
集
会
の
学
習
を
通
し
て
、

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
や
平
和
の
大

切
さ
、
友
だ
ち
と
の
集
団
行
動

を
通
し
て
社
会
生
活
の
基
礎
的

な
態
度
に
つ
い
て
、
2
2
名
の

友
だ
ち
と
と
も
に
学
び
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

C
S
の
日

　　
～
氷
川
っ
子 

全
員
集
合
～

宮
原
小
学
校

　

今
年
度
の
氷
川
中
学
校
区
C
S

の
日
は
、
新
し
い
内
容
で
実
施
し

ま
し
た
。
中
学
校
1
年
生
が
、
小

学
校
に
氷
川
町
の
豊
か
な
宝
を
ク

イ
ズ
や
制
作
活
動
な
ど
を
取
り
入

れ
て
、
楽
し
く
・
分
か
り
や
す
く

伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

「
私
が
中
1
に
な
っ
た
時
も
い

い
発
表
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。
」
「
C
S
の

日
の
学
習
は
、
と
て
も
役
立
ち
ま

し
た
。
」
な
ど
の
感
想
が
小
学
生

か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

氷川っ子スクールニュース

学
習
発
表
会　
テ
ー
マ　
「
協
挑
」

コミュニティ・スクールだより

地域学校協働本部だより  問　氷川町地域学校協働本部（生涯学習課内）☎0965-52-5860

問　氷川町小中学校コミュニティ・スクール連携協議会事務局（学校教育課内）☎0965-52-5859

取組の様子は、こちらにも掲載しています

　11月下旬に「地域と学校の連携・協働」関係者等研修がありました。この研修

は年間を通して開催され、今回は八代教育事務所管内の小中学校で行われて

いる活動の実践報告や意見交換会がありました。

　研修の中で、氷川中CS委員の村山さんが氷川中学校での取組を実践報告し

ました。CS活動を通して生まれる子どもたちへの想いやCS委員としての想いが伝

わる報告を聞き、子どもたちを中心に地域、学校、家庭、行政の5者が連携・協働

していく活動の意義を強く感じた研修となりました。

研修参加で見えてきたもの

　11月9日㊐に行われた氷川町文化祭で、竜北中学校3年の中村悠聖さんが、「ふるさとに誇りをもつ」と題し発表

しました。これは、8月30日㊏に開催された第47回「少年の主張」熊本県大会で発表したものです。2年生の時に

経験した「CSの日」の取組をきっかけに、「ふるさと氷川」を見つめなおし、学びを深め、改めてふるさとを誇りに

思う気持ちになったことが伝わる内容でした。発表内容を一部紹介します。

　やっと涼しくなってきた11月から12月にかけて各小学校で味噌作りが行われ

ました。宮原小学校では、田河東洋男商店さんにサポートいただき親子で、竜

北東小学校では担任の先生と推進員が今田長八商店さんからのアドバイス

をもとに地域の方 と々取り組みました。また、竜北西部小学校では今年初め

て、一人一パックの味噌作りに下鹿島婦人会の皆さんとチャレンジしました。

　各校それぞれのやり方で、これからも小学生に味噌作りの伝統が受け継が

れていくようお手伝いしたいと思います。

▲ 中村 悠聖さん
　（氷川町文化祭にて）

「CSの日」を経験するまでは、（我が家で育てている苺を）「氷川町
の宝」という意識まではなかったけれど「CSの日」の取組を通して、
自分の家族が氷川町にとって大切な魅力を育て続けていることを
知って誇らしい気持ちになりました。たとえ（故郷を）離れたとしても、
いつでも帰ってこられる「ふるさと氷川」は、これからもずっと僕らの
心の中にあって、魅力いっぱいのあたたかい場所なのです。

地域の皆さんのご支援が子ども

たちの成長を応援し、皆さまとの

ふれあいが、子どもたちの心の

支えとして少しずつ積み上げられ

ている様子が感じられた心温ま

る発表でした。
地域の方にいろいろなことを教えてもらい、ふれあい、たくさんの経験が宝物に！

ふるさと氷川の味噌作り

▲ 竜北西部小学校

▲ 竜北東小学校

▲ 宮原小学校
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